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Ⅰ．はじめに 
 本校の総合的な学習の時間、「共生の時間」は極めてユ
ニークである。教師が自分の特性や得意分野を探究課題と
して掲げ、ゼミ生を募集し、開講する。生徒たちは開講さ
れたゼミの中から興味・関心をもとに、オリエンテーショ
ンで三つのゼミを体験する。その上で、所属したいゼミを
希望し、人数調整を行った上で所属が決まっていく。この、
“教師”の「特性」や「得意分野」そして、“生徒”の「興
味・関心」の双方が学びの初動となるところに、本校の総
合的な学習の時間の独自性が見られる。学習者の興味・関
心に応じた選択であるということは極めて効果が高まる。
また、教える側も既存の内容ではなく、教えたい内容を学
習として組織できるところに魅力がある。何をどう学び、
どのような体験ができるか。また、教師も生徒も共に探究
していく喜びや意義は大きい。このようにゼミ開講をして
いるが、本年度、開講したゼミは以下のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
どのゼミも日頃の先生とは別の顔を覗かせてくれる。教科
を越えた、趣味やこだわり、関心事、社会の中で生きる事
柄や活動への思い、先生の独自性が色濃く反映する。生徒
達はゼミ自体を楽しみ、知的好奇心を抱きながら課題解決
に向かい、様々な事柄を吸収したり、探究したりする。教
師と生徒の双方向の学習活動であり、ゼミを通して価値を
共有できる。このようなところに本校「共生の時間」の良
さはある。 
ゼミは 1～3 年生による異年齢集団で構成されている。
学習過程としては、課題を発見、設定する段階、課題解決
のための探究を行う段階、効果的な発表を行う段階といっ
た学習プロセスを踏む。また、体験活動も重視し、ゲスト
ティーチャーを招いたり、実社会での様子を見学したり、
体験したりさまざまな活動を行う。このような体験的な学
習活動を通して、机上では得られない生の知識や技能を得
ることができる。さらに、教科や分野ごとに分断化されて
しまいがちな知識や技能を横断的に活用し、実際に生きる
力とすることをねらいとしている。本年度「共生の時間」
の目標は以下のとおりである。 
  人・社会や自然とのかかわりの中で、互いを尊重しな
がら共に生きることについて、そこにある問題を主体的
に見出し、学び方やものの考え方を身に付けるとともに、
よりよい問題解決に向けて創造的、共同的に探究を進め、
自己の生き方を考えることができるようにする。１ 
このように、本校の総合的な学習「共生の時間」は今、ま
さに必要とされている子どもたちの資質・能力を育み、将
来にわたって活用できる力を獲得することをねらいとし
て展開されている。 
 以下は本年度、「『共生の時間』で育てようとする資質・
総合的な学習「共生の時間」における資質・能力の育成 
－「『和食』文化を考える」ゼミにおける取り組み－ 
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要旨 本校の総合的な学習の時間、共生ゼミでは、教師の特性を生かした様々なゼミが展開される。異年齢構成の学
習、体験的学習、ゲストティーチャーを招き、実社会における経験などを見たり、聞いたりすることによって育まれ
る資質・能力がある。また、問題解決の過程、プレゼンで機器の使用などの技能も身に付く。一例として稿者が取り
組んできた、「和食、文化を考える」ゼミの実践を振り返り、どのような資質・能力を育もうとしたのか、どのよう
な手立てをとったのかを示すこととする。 
 
キーワード 総合的な学習 資質・能力 ICT活用 ポートフォリオ パネルディスカッション 
①「和食」文化を考える ②旅プランニング～旅のパンフレ
ットを作ろう～ ③落語で学ぶ、落語に学ぶ ④笑いについ
て考える ⑤法と共生 ⑥博物館展示を作ろう ⑦海と魚と
私達 ⑧演劇で表現しよう ⑨地域おこしへの熱い想いと新
しい企画 ⑩身近な樹木を考えよう ⑪人間が人間のために
できることを考える ⑫ 生態学と共生 ⑬ 環境問題につ
いて本気出して考えて行動してみた ⑭ 日本の伝統芸術を
世界にアピール ⑮ 雑穀で世界と日本を知る ⑯ 支える
スポーツ ⑰ 地域と子ども ⑱ 世界遺産ツアーガイド～
危機遺産に学ぶ～ ⑲ 国際ボランティアとは～異文化を通
じて～ ⑳ 自主ゼミ 
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能力及び態度」である。２ 
  ⑴ 複雑な問題状況の中から適切に課題を設定し、課
題の解決に向けて計画的に行動する。（問題発見力、
問題解決力、言語スキル、数量スキル、情報活用力） 
  ⑵ 相手の目的、意図に応じて論理的に表現し、学習
の仕方や進め方を他の学習や生活に生かそうとする。
（論理的・批判的思考力、汎用的能力、メタ認知・適
応的学習力、言語スキル） 
  ⑶ 異なる意見や他者の考えを受け入れ、尊重し、自
らの生活の在り方を見直す。（人間関係形成力、自律
的活動力） 
  ⑷ 課題の解決に向けて、社会活動に参画する意識を
高めたり行動したりする。（社会参画力、持続可能な
未来への責任） 
これらは現代的教育課題を担っている。この教育課題を
まずは自分の興味・関心のある事柄から考えていこうとい
うものであり、学習者と指導者双方の「学びへの前向きな
姿勢」を原点に据えた学習活動であると言える。 
 このような「共生の時間」の持つ特性を基盤に、稿者な
りのオリジナリティを加えて開講したのが、通称「和食ゼ
ミ」である。どのような考えのもと学習を構築したのか、
また、生徒達にどのような資質・能力を育むこととなった
のか、また課題はどのようなものかについて検証していく
こととする。 
 
Ⅱ．「和食ゼミ」の変遷 
 稿者は、平成26年度に本校に赴任し、それから4年間、
「和食」を通して「文化」を考えるゼミを開講している。
「和食」は平成25年12月にユネスコ世界無形文化遺産に
登録され、世界の注目を集めた。しかし、日本人である私
たちが和食の文化について知らないことが多すぎるので
はないかと考えたからである。無形文化遺産に登録された
ということがすでに、守っていかなければ廃れてしまう可
能性を秘めた文化であることを物語っている。何を大切に
守り、伝えていかなければならないのか考えてみたいと思
った。また、食という毎日行っている、命をつなぐ営みに
どれほどの文化的要素が存在しているのか、自分自身興味
があった。そして、和食を通じて多くの人に出会い、見識
を広げたいと思った。生徒ともども、探究するにふさわし
いテーマであると考えたのである。 
１ 平成26年度「和食ゼミ」 
 「文化」への追究を促す手立ての発掘期 
ゼミを立ち上げた初年、平成26年度は試行錯誤の年で
あった。和食を取り上げることはすでに決まっていたが、
そこから「文化とは何なのか」という親学問的命題に波及
させることに困難を感じた。比較考察させることにより、
違いを明確にするという手法を用いることにしたが、なか
なか「文化」に対する追究には行きつかなかった。当時の
生徒たちのテーマは「郷土料理について調べる」「地域に
よる味噌の違い」「包丁の違い 日本と世界」など、確か
に比較は行っている。しかし、肝心の考察が弱いのである。
ただの調べ学習となってしまい、わかったことを発表する
という程度であった。 
また、体験学習として本校和室にてお茶会や千葉の郷土
料理である房総太巻きの調理実習、そして野田のキッコー
マン国際食文化研究センターや醤油工場の見学などを行
った。しかし、体験と追究が隔絶している感は否めなかっ
た。総合的な学習では、探究活動や体験を通して、断片的
な知識や技能が相互に関連しあい、学びが深まっていくこ
とが必要である。 
これら二つの課題を抱え、発表会が終わってから次年度
にどのように改善を加えるか考えていくこととした。また、
この時に共生担当となり、共生部会主任と共に新しい「共
生の時間」のコンセプトを立ち上げる企画に携わることと
なった。ゼミという狭い枠から、総合的な学習で求められ
る全体像を見つめる目を持つことができたことは非常に
大きな転換となった。主任と話しながら見出したのは、「共
生」という言葉が示す、他者との持続可能な未来づくりで
あった。和食ゼミで言うと、他者とは、ゼミの仲間だけで
なく、和食文化を継承し、発展させようとしている人々、
世界で和食に目をとめている人、食として提供してくれる
人、加工してくれる人など様々な人々をさす。また、人だ
けではなく、食となった命そのもの、命が命をつなぐこと
への畏敬、自然への感謝、地域が育んできた文化性など、
多様なものを他者と呼ぶことができる。それらとの共生の
上に自分の生活が成り立っていることに気づかせていく
こと、そのような社会に参画していく自覚やコミュニティ
を形成する要員の一人であるという自覚を持たせていく
ことこそが「共生の時間」の目的であると考えた。それは
社会を見る目、文化を考えることにつながる。「共生」と
いう土台を大切にすること、そのために持続可能な未来へ
の視点を据えることを改善の柱とすることとした。 
２ 文化を考える活動への探究 
 ⑴ 本物との出会いをコーディネートする 
2 年目よりゼミ名を「『和食』文化を考える」と改変し
た。前述の通り、「共生」や持続可能な未来を考えるため
には、文化的側面を比較考察しながら日本が大切にしてき
た文化を明らかにすることが大切だと考えたからである。 
平成26年度にはキッコーマン 
に協力いただき、和食を大切に 
する人々の講演やパネルディス 
カッションなどにも参加した。 
また、食に関する刊行物「FOOD 
 CULTURE」のバックナンバーを 
送ってもらい、稿者、生徒共々 
活用させていただいた。 
（写真１ FOOD CULTURE No.19・20 －合併号－ 
            2010.3.31 キッコーマン発行）
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稿者自身、和食に対しての思いのこもった講演や、文化論
に触れることにより、見方や考え方の幅が広がり、深まり
が生まれるようになっていった。それと同時に、自らの問
いが生まれていった。パネルディスカッションで登壇した
中東久人さんの話は非常に奥深く、文化について考える契
機となった。中東さんは立原正秋や白州正子などの文化人
から愛された京都、美山荘の4代目で、フランスにも渡り、
修行を積んできた方だ。摘み取った季節の草花や旬の野菜
に魚を取り入れた美しい「摘草料理」を提案している。四
季に恵まれた日本ならではの自然の姿を生かした食の提
供は、世界でも評価されている。その原点には「食事」と
いう言葉にあると中東さんは言う。食の「事」の「こと」
の部分にこそ大切なものがある。「こと」は文化的要素だ、
というのである。食べるだけでなく、そこに提供する側の
文化を添えること、客人とその時間を共有すること。ここ
にこそ和食の神髄があると言う。そのことを知るまで飽く
なき探究をするとも語っていた。ここで稿者の頭には「文
化的要素」を中東さんはどのように考えているのだろう
か？と疑問を持った。文化とは多角的にとらえることがで
き、抽象的だからこそ、なにか観点を据えて切り込んでい
く必要があるのではないか。そう考えて、稿者自身、和食
の文化的側面を抽出していくこととした。それが次の項目
である。 
 ⅰ 食材 
 ⅱ 食べ方 
 ⅲ 調理 
 ⅳ 健康・栄養的側面 
ⅴ 四季折々の季節感 
 ⅵ 地域の特性（地理的・気候的要因） 
 ⅶ 慣習や行事、節句等との関連 
また、これらの要素は分断できるものではなく、緊密に絡
み合い、共通した要素を生み出していくことも感じた。相
手への思いやりや自然への畏敬の念といった「思い」に関
することである。そしてこれらは「共生」に関連すること
であった。人は一人では生きてはいけない、「共生」の上
に成り立つということを食は思い返させてくれる。その思
いの上に様々な形となり、行動となって具現化されたもの
が文化なのであろう。これらの要素を観点として持ちなが
ら、思いや文化の部分にまで掘り下げていく探究活動をさ
せていきたいと方向性が決まっていった。 
この頃から、銀座の和食料理店、馳走啐啄の店主、西塚
茂光さんの協力を得て、和食についてのお話を伺ったり、
食事会を行ったりすることとなった。それは前述のように、
和食への造詣が深い方に語ってもらうことこそが最初の
問いを生むことにつながっていくだろうと考えたからで
ある。西塚さんの紹介は本校国語科書道の講師、江上大輔
先生より賜った。この機会を得て、冬と夏の長期休業を使
って、校外学習をすることになった。希望者のみの参加で
あるが、5名～30名の参加であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  写真2 銀座「馳走啐啄」にて夏休みの校外学習 
 
 
 
 
 
 
 
写真3 かつおを捌く  写真4 食事（向こう付） 
 
一汁三菜をベースに次々と供される食事やもてなしに、
生徒達は感嘆の声を上げていた。また、西塚さんの語った
言葉に裏打ちされ、生徒達へのもてなしを端々に感じる食
事に舌鼓を打った。生徒達は西塚さんの言葉をメモしたり、
質問してさらに掘り下げたりしようした。そこには、「な
ぜなのか」という根拠を聞くことで、さらなる理由を聞き
たくなっていく生徒の知的欲求を感じた。本物に会うこと、
本物に会わせることが生徒達の知的関心に火をつけるの
だということを実感した。本物とはその道を突き詰めて、
そこに意味や根拠を見出した人だ。その様な人の姿や言葉
には説得力がある。生徒達に求めさせたいのは、このよう
な求道とも言える探究心である。「共生」の活動の中で少
しでも生徒自身によって、そのような意味や価値を見出す
学びが探究させられたらと考えた。 
 ⑵ 体験活動を文化と結びつける 
 体験活動はともすると「面白かった」で終わってしまう。
いかに体験を伝統や文化と絡められるかということも一
年次の課題であった。そこで、大切に守り、継承されてき
た文化を体験と知識、双方として吸収できるように工夫す
ることとした。一つ目が茶道体験である。 
 
 
 
 
 
 
 
写真5 本校和室でのお茶会    写真6 和菓子 
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 茶道を経験するのは初めてだという生徒も多い。茶を喫
するという文化、季節を大切にしたしつらい、亭主の点前、
和菓子、様々な点を追究できるような体験活動にすること
とした。亭主は江上大輔氏に依頼し、肥後古流と呼ばれる
武家の茶道を披露してもらった。茶の湯の文化が日本各地
で形を変えながら継承されている様子を知ることにも意
味があると考えた。6月にちなみ、和菓子は水無月とした。
夏越しの祓えという習俗に、一年のちょうど折り返しに当
たる6月30日に無病息災を念じて食べるお菓子である。
小豆は魔を払うもの、下部の白い外郎は三角に切られ、薄
氷を模している。伝統が、人々の生活から生まれたもので
あり、人々を大切にする文化が広がっていくことを実感す
るのにうってつけのものだと考えた。茶道体験は二つのグ
ループに分かれて行うこととし、前半、後半でパワーポイ
ントを用いてこれら概略を説明することとした。 
 
 
 
 
 
 写真７ 抹茶の説明     写真８ 水無月の説明 
 
 二つ目が調理実習である。房総に伝わる飾り太巻きを調
理実習として行ってきた。これも単に作って食べるだけで
は学習にはならない。伝えられてきた精神をひもとくこと
を行ってから、実際に作ってみる。その大変さを知るとと
もに、喜んでもらえるうれしさを体験し、文化的側面を実
感できるようにしたいと考えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 写真９ 梅の花（生徒作）  写真10 調理実習風景 
 
 三つめが校外学習である。校外学習では、できるだけ体
験活動を取り入れることとした。一年目が見学だけとなっ
た反省を生かそうと考えたのである。平成27年度は成田
に行き、和菓子作りに挑戦した。千葉を代表する和菓子店、
「なごみの米屋」では和菓子教室を展開しており、そこで
和菓子作りを体験させてもらった。 
 
 
 
 
 
写真11 作った和菓子      写真12 和菓子道具 
三角の棒にしか見えなかった和菓子道具が実は菊の繊
細な線を見事に描き出し、先端でめしべの文様をつける工
夫が施されていることを知った。このように工夫が凝らさ
れていることを知るということ、先人の知恵が結集されて
いることを知ること自体が、体験を通して学ぶことであっ
た。 
 平成 28 年度には新宿調理師専門学校にお邪魔した。校
長の上神田梅雄先生が陣頭指揮を執り、レクチャー、調理
実習など様々な活動を体験させてくださった。その中でも、
「調理は人間しか行わない。相手への素直な思いがなによ
りもおいしいものを作る原動力となる」という話や震災時、
福島県相馬にある飯館村の老人ホームのスタッフに食事
を作り届けたドキュメンタリー動画を見せてもらったこ
となど、食を通してどのように人とつながろうとしている
のか、何を大切に調理しているのか心打たれながらお話を
伺った。それらの話の後に米をとぎ、そのとぎ汁を使って
豚汁を作った。全員が切った食材を、あえて一つの大鍋で
煮込んで調理し、みんなで一つ釜の飯を食べる場を作って
いただいた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真13 大鍋で作る豚汁 
 
先に本物に出会わせることの大切さについて触れたが、
校外学習において、体験とそれを裏付ける理念を持ち合わ
せた人物と出会わせることによって生徒たちは深く学べ
ることを痛感した。 
 平成 29 年度は鰹節の株式会社にんべん、京菓匠鶴屋吉
信にお邪魔した。二社ともに、老舗の日本を代表する和食
店舗である。日本橋界隈が日本橋再生計画の“残しながら、
蘇らせながら、創っていく”をコンセプトに再開発を進め
ていることにも継承と発展の息遣いが感じられる。江戸の
粋を今に伝えるにんべんと京の伝統を開拓し続ける鶴屋
吉信、この二店舗が日本橋室町に位置していること自体、
日本の文化を考えさせるものである。そういった点も含め
て、校外学習の場とした。だし文化を根底とする日本で、
顆粒のだししか見たことのない生徒たちに、かつおだしが
どのようなものであるのか考えさせるよい機会になると
感じていた。洋食、中華におけるだしと日本のだしが根本
お茶を
点てる
お茶を
練る
薄茶おうす
お
濃茶
 
和菓子 水無月
夏越の祓
茅の輪くぐり
小豆は魔除け
三角に切った白いういろう
薄い氷・・・涼を演出
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的に異なるのは、油があるかないかによる。かつおに菌を
まぶし、燻製する作業工程を経ることによって、油分を徹
底して取り除き、透明なうまみ成分のみを抽出することが
できた日本独自の食文化に迫る校外学習にしたかった。に
んべんの佐倉一郎氏が節文化について詳細に繙いてくれ、
鰹節がどのような工程を経て作られるのか、他文化と比べ
てどのような特性があるかを説明していただき、実際にか
つお削りを体験した。数十年前までは各家庭で鰹節を削っ
ていたが、最近では削ったこともないような状況である。
かつおを削る体験と共に、そのままでおいしい味を提供し
てくれるかつおの成分についても説明していただいた。こ
のような実体験に基づきながら、日本文化の極意に近づい
ていき、それぞれが考えていく学習の場とした。 
⑶ 学習過程をまとめる ポートフォリオ 
 このような様々な学習を生徒たちが自分自身でまとめ
ていくことで、どのような経験をもとにどのようなことを
吸収し、考えたのかまとめたいと考えた。そこで、学習過
程で考えたこと、知識や教養として得たことをまとめるた
めのアルバムを制作することとした。これは初年度から行
っていたことである。学習記録を学習の足跡として残すた
めにアルバム形式とし、写真、実体験から考えたこと、わ
かったことをまとめる形とした。そして、それぞれが設定
した課題についてどのように追究し、検証したのか振り返
ることのできるポートフォリオ形式でまとめさせること
とした。 
 
 
 
 
 
 
    写真14 生徒が作成したアルバム表紙 
 
 
 
 
 
 
 
  写真15 文化を考察したページ 
 
 
 
 
 
            
 
 
写真16 体験を綴ったページ 
これには体験をしたことで満足させずに、体験から得た
ことがどのようなものであったか考察する機会としたい
という思いがあった。この活動こそが学びを深化させるこ
とにつながると考えたからである。このような学びの過程
を学習者自身が認識することで、抽象的で、表現すること
の難しい精神面や文化的側面を、自分自身の言葉で表現で
きる機会を得させたいと考えた。文化ということ自体が非
常に抽象的で目に見える形で具現化しづらいものである
ということがあり、学習者自身の表象がどのようなものに
なるかということが最も大切であると考えた。それには具
象である写真などの実際のことがらに対して、学習者がど
のように考察したのか表現することが最もわかりやすい
形であると考え、アルバムを制作する形をとった。 
 
３ ICTの活用 
 また、発表に際して、パワーポイントを使って行った。
全体発表では3年間和食ゼミに所属した生徒が、包丁につ
いて、和食の割烹に込められた文化について紹介した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   写真17 全体会での発表 
 ICT は平成 28 年度の 3 年生にとっては、中学校入学か
ら一人一台タブレットを導入した経緯もあり、大変有効に
活用することができるようになっていた。 
 
４ 交流活動 
 テーマに対しての追究と体験学習を通して、自分自身の
学習を振り返ったときに見えてくるものがあるであろう。
それらをコラボレートさせ、意見を交錯させたときに、新
たなものの見方や考え方が生まれるのではないか。そう考
え、発表会は平成27年度からパネルディスカッション形
式をとることとした。本校はタブレットを生徒が一台ずつ
持つことができる環境である。それぞれ、2分程度でパワ
ーポイントにまとめることとした。写真を中心に、要旨を
まとめたプレゼン資料を作成し、発表する。その際、先に
挙げた観点に分け、話が絡み合うようにしながら、その共
通点として文化性が浮き上がってくるように話を構築す
ることをめざした。また、本校の発表会は参観者が大勢来
る。ただ聞くだけでなく、聞き手が参加できる形態をとり
たいと考えた。テーマごとに５，６名の登壇者が自分の課
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題解決した事柄を述べる。それらが関連しあって、共通の
文化性を浮かび上がらせるようにコーディネートするこ
ととした。また、聞き手からは様々な質問や意見、感想を
募ることとし、双方向的な発表会をめざした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  写真18 パネルディスカッションによる発表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  写真19 パネルディスカッションでの 
パワーポイントによる説明 
 
Ⅲ 成果と課題 
 生徒たちの資質・能力育成のために、興味・関心の高い
事柄を軸として、課題発見から解決に向けて、一連の学習
活動を行うというのが「共生の時間」における学びの姿で
ある。ゼミを立ち上げた一年目の課題を解決すべく、学習
活動、発表活動の改善に取り組んできた。その中で得られ
た成果として、次のことが挙げられる。 
⑴ 本物に出会わせることで、学習の質は高まり、体験と
概念とを結びつけていくことができた。また、その出会い
は生徒自身が探究の末に見出した答えに大きく影響して
いった。これは、生徒の学問に向かう姿勢、生きていく姿
勢とつながる。 
⑵ 学習活動をポートフォリオ形式でまとめたことで、体
験や学習の過程が可視化され、学習そのものを振り返るこ
とができ、学習の意味付けができた。 
⑶ 学習活動や発表活動にICT を取り入れたことにより、
機器の操作、機器による情報収集、機器を用いた効果的な
発表を体験することができた。 
⑷ 体験活動、学習活動、発表会などで交流活動を取り入
れたことにより、相手意識が生まれ、協働して作り上げる
姿や、共通点や相違点を考えながら自分の意見や考えを述
べる姿が見られた。 
また、課題は次の通りである。 
⑴ 本物との出会いは教師が開拓していく必要がある。ア
ンテナを高くしていくとともに、人とのつながりを大切に
していく必要がある。 
⑵ 体験させる前、人と出会う前に、その活動にどのよう
な意義があるか教師自身が見定め、生徒に提示していく必
要がある。 
⑶ ポートフォリオへのまとめ方は生徒独自のまとめ方
を尊重しつつも、発想の浮かばない生徒へはテンプレート
で示すなどの支援が必要である。 
「単なる活動で終わらせない」これが学習を構築する教
師に求められる理念であろう。体験したこと、人や物との
出会いに生徒たちが意味を見出せる学習とすること。そこ
にこそ生徒の資質・能力を育む鍵がある。 
 
Ⅳ おわりに 
 四年間、「共生の時間」和食ゼミを展開してきて、探究
活動の面白さ、奥深さを感じている。そして、教科ではな
いからこそ、教師自身が学校の世界から飛び出して、社会
へと目を向けていく必要性を感じている。生徒たちがこれ
から身を置く社会にどのようにアクセスしていくか。教師
自身が社会との接点を構築し、生徒たちに提示していくこ
との必要性を感じる。社会との接点というと難しく感じる
かもしれないが、取り立てて難しいことではない。人と人
とのつながりである。どのような人と出会わせていくか、
どのような本物に出合わせていくかは、教師自身の生きざ
まにもかかわってくる。どのように生きていきたいか、ど
のような人に魅力を感じるか、そのような人にどうアプロ
ーチして教育の場に関わっていただくのか。そこが、実は
教師として最も楽しい、学習を構築する醍醐味である。 
 ワークルールを学校で教えよ、もっと実社会に根ざした
学習をせよ。巷では学校教育が単なる知識や技能を教える
場所としてしか機能していないと懸念する向きがある。私
たち教員が、子どもたちが社会に出てから発揮していける
資質・能力の大元をいかに作っているか、そこが問われて
いる。社会に生きる先達から、理念と志を学ぶ。教師も生
徒も一つのテーマをもとに追究し、試行錯誤しながら自分
の答えを導き出していく。人と関りながら、社会で通用す
るさまざまなものを学んでいく。それが本校「共生の時間」
ゼミのあるべき姿であろう。学ぶことは楽しいことである。
そして、飽くなき探究である。人から学ぶ、人と学ぶ。そ
こに「共生」、持続する未来は生まれる。 
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